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まず、次の条件を満たしてください。
・キーワードを設定し、どういった課題を扱うのか、明確にする。
・キーワードを軸にして、全体の連関が見えるように授業をデザインする。
・取り上げる課題が、学生自身にかかわるものであることを理解させる。

到達目標・授業形態・授業計画の選択

課題発見、課題解決のワークでは、次のことに気をつけてください。
・学生が自分で考えられるような工夫をする
・いきなり作業に入らせない（十分な作業の手引きを）
・作業をやらせっぱなしにしない（作業についての振り返りを）

主題科目　授業デザインフローチャート

教員が取り上げる課
題について説明する。

課題を発見すること
ができる

教員が作業の手引き
をする。

学生が、特定の文脈
で当該の課題をみつ
ける。
（課題発見ワーク）

フィードバックを行なう。

課題発見型

（学生主導） Ⅲ
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課題解決策を提示
することができる

教員が取り上げる課
題について説明する。

教員が課題を提起し、
作業の手引きをする。

学生が提起された課
題に対して解決策を
提示する。
（課題解決ワーク）

課題解決型

（学生主導） Ⅱ

フィードバックを行なう。

課題を発見し、解決策
を提示することができる

教員が取り上げる課
題について説明する。

教員が作業の手引き
をする。

学生が特定の文脈で
当該の課題をみつけ、
解決策を提示する。
(課題発見・解決ワーク)

課題発見＋解決型

（学生主導） Ⅰ

フィードバックを行なう。

課題について説明
することができる

課題理解型

（教員主導） Ⅳ

主に講義を通じて、
取り上げる課題
（ex.環境問題）
の、

・歴史的経緯
・現状
・構造
・事例（≒射程）
・解決策

etc.

について理解させる。

到達
目標

授業
形態

授
業
計
画

Administrator
取り消し線
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